
通信・情報メディア

西暦 年号 で き ご と ト/メコ

2005 平成 17 ◇ 東城郵便局が昭和20年以来の、市郵便局が昭和22年

以来の集配特定局業務を廃し、無集配特定局になる

■ 3月 21日

(1)昭 不口39年 5月 2o日  住 用 村 政 だ よ り (創刊号 )

鷹 |オ 数  960'1
男1,786人 女 1932ヽ

言1 3118'

村
政
だ
よ
う

創
刊
に
あ
た

村
長
　
は騨

玉  っ

て
登

村
政
が
村

民
の
為
め
の
も
の
で

あ
る
と
言
う
昇
本
的
な
考
え
か

ら
、
村
民
に
知

っ
て
戴
く
、
知

ら
し
め
る
、
と
言
う
事
か
ら
批

判

が
生

れ
、
信
頼
さ
れ
、
力
強

い
発
展
建
設
が
あ
る
の
■
す
。

村
政
だ
よ
り
の
発
行
の
意
義

は
こ
こ
に
あ
る
訳

´
す
。
第
二

者
の
日
仁
は
諄
解
を
よ
く
擢
く

事
が
あ
り
ま
す
。

使
り

一
本
が
受
け
取

ぅ
な
人
に

安
心
感
を
与
え
両
者
に
心
の
信

頼

が
出
来
た
時
、
明
る
い
人
情

溢

●
る
生
さ
て
居
る
Ｌ
言
う
幸

福
を
覚

え
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
又
は
国

家
社
会
は

一
人
の
努
力
や
能
力

で
は
平
和
や
幸
福
は
造

Ｌ
得
る

事

と
は
出
来
ま
せ
ん
　
・一
ヽ
な

が

″
を
合
せ
十
合

，
‐■
結
　
て

こ
そ
は
げ

―́

一
＝
手
に
た
え
科

学
文
明
　
キ
た
イ
化
を
Ｌ
分
の

も
の
に
損
えヽ
る
の
十
す
．

私
は
過
去
●
経

，

■
Ｉ
一一
モ

は
あ
る
が
、
た
　
一

「

ｏ
●
■

の
手
を
見

つ
も
る
事
か
ム
抜
け

切
る
勇

気
が
必
要

，
す
そ
し
て

上

″
む

い
●
新

し
い
発
Ｈ

ｔ
て

ゆ
く
時
勢
に
な
感
で
な
け

れ
は

な
り
ま
せ
ん
　
・
Ｆ

希
望
に
同

っ
て
向

か
ら
体
〓
り
を
し
真
黒

い
土

に
い
ど
む
戦
土
た
る
事

こ

で
を
ヽ

議
会
議
長

今
回
村
政
■

り^
を
発
刊
す

る
に
当
ら
、
御
祝
詞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
村

の
現
状
は
、
キ
常
な
す

盾
と
不
完
全
さ
を
合
ん
て
い
る

と
云
え
る
で
し
よ
う
時
　
師
玉

村
長
は
村
政
の
発
展
を
則
し
て

村
づ
く
り
に
非
常
な
革
新
Ｌ
創

意
の
意
気
に
燃
え
´
躍ヽ
進
住
用

村

の
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
た

Ｌ
考

え
ら
れ
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
こ
ヽ
に
村
政

だ
よ
り
を
発
「
の
運
び
と
至

っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
深
く
信

し
ま
す
と
き
　
村
長
の
着
ヤ
と

勇

〓
に
村
敢
に
取
〓
む
真
〓

な

態
Ｌ

に
慶
賀
と
●
待

を
申
上
げ

今
後
――

こ
た
よ
り
を
通
し
＝

〓

¨
方

‐‐‐
■
轟
標

・刊
千
村
民

●
一
＝
猥
Ｌ

●
・
　
ス
・　
ラ
ム
↓
●
＝

み
岩
セ

」
、
■

い
由

，′，
１

¨
討

「
住

″
村
政
た
よ

・
１
■

）
た

い

と
な
厠

し
■
行

の
こ

〓
ば
と

し
ま
す
。

市

常

雄

る
次
第

■
あ
り
ま
す
。

村
政
た
よ
り
の
本
合

は
，

長
の

言
葉
に
同
感
で
あ
●
重
複

を
さ

け
ま
し
よ
う
村
政
だ
よ
り
に
依

っ
て
村
■
に
普
く
村

の
内
状
を

審

に
公
開
し
て
認
二
を
ｒ
発
す

●
牛
こ
そ
村
民
の
信
「
´
協
力

が
生

れ
イ
、く
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考

え
ら
力
ま
す
の
で
言
を

強
め
さ
せ
て
い
た
だ
ま
ま
す
〓

最
後
に
本
企
画
が
龍

頭
蛇
足

の
終
末
に
な
ら
な
い
よ
う
に
御

努
力
と
郷
健
斗
を
希
求
し
イ
、創

■
号
の
よ
る
こ
び
の
詞

〓
致
し

ま
す
。

抒
野鵞

F

蕉きJ
刊
号
の
よ

ろ
こ

び
人

□

二
号

（
昭
二
九
年
七
月
）

か
ら

二
四
号

（
昭
四
二
年

三
月
）

か
ら

四
二
号

（
昭
六
十
年

四
月
）

か
ら

一
四
三
号

（
昭
六
十
年
六
月
）

か
ら

⑫

タイトル・デザインの移り変わり

95号 (昭 51年 1月 )か ら

101号 (昭 51年 8月 )か ら

，
■

ま|づ

108号 (昭 52年 7月 )か ら

ξ‐雫ず|～
109号 (昭 52年 9月 )か ら

211号 (平 6年 5月 )か ら

266号 (平 12年 9月 )か ら

133号 (昭 58年 11月 )か ら

幸驚1‐轟III‐″″■
‖

嘲
鱗 |  ||

澤 ■ 事

.4‐
一　

　

・
●
■
―
・
〓

∝
愧 232号 (平 8年 5月 )か ら

251号 (平 10年 6月 )か ら

:―
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通信・情報メディア

≧

毎                    ‐         ・・    ―
‐3‐  ‐‐|■■■■

▲ 現在地に移る前の住用郵便局の局舎

昭和28年 11月 完成

礫

．一高
(西仲間字上川)。

引戸が取 り付けられ

た局舎

▲ 前局舎があった場所。左手のコンクリー ト

の段が入口。後方に見える家は津田静男さ

ん宅。前の道は 1口 国道

||■||■|

(石原字笠1)4)
平成17年撮影

昭和48年完成の現在の局舎。完成 して間もない頃

NHKの 官田 輝アナウンサーが、名瀬市で 「の

ど自慢」の公開放送の後、来訪。

写真は前列左から

和田直良さん 。川畑兼吉局員・宮田 輝 さん 。

井上 義局長・井上 司局員

後列左から

市田新一郎局員・廣畑正悟局員・廣畑輝男局員。

右手の子供は、満永幸男 くん
完成から22年経った現在の局舎

窓に格子が取 り付けられている。
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が
初
通
話
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一
楽
し
み
な
が
ら
開
通
を
喜
び
合

い

記念通話をする田畑清寿さん (戸玉)。

その左は田畑 しげ子さん (市 )

地域集団電話 とは、電話加入の申し込み

が一定数集まった段階で、電電公社 と契

約 した電話。ダイヤル 自動・個別呼び出

しの共同電話で、施設設置負担金 と月額

基本料金が一般加入電話より安かつた。

山間簡易郵便局

▼ 昭和52年 (1977)3月 31日 から平成 8年

(1996)10月 30日 まで山間簡易郵便局が

あった初代局長、武 豊成 さん宅。山間

370番 地。平成17年撮影

村政だより (昭和48年 〔1973〕 5月 25日 号)か ら

地
域
集
団
電
話
が
開
通

昭
和
四
十
七
年
十

一
月
に
始
ま

っ

の
ほ
ど

た
地
域
集
団
電
話
工
事
が

完
成
し
ま
し
た
。

台
数
は

師
玉
　
登
村
長

（
大
山
迪
充
氏

〔
東
京
〕

ヘ

河
野
博
夫
議
会
議
長

（
時

田
次
則
関
西
住
用
会
会
長

ヘ

田
畑
獣
記
さ
ん

し

た
。

間416)と 第 3代局長の

はひずるさんの父、富

1日 から平成12年 8月

た。平成17年撮影
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平成 4年 (1992)5月 1日

滝

ノ
鼻
山
の
頂
上
近
く

の
尾
根
に
立

つ
中
継

局
。

親
局

（
①

。
②
）

か
ら
送
ら
れ
て
き
た

情
報
は
、

こ
こ
で
中
継
さ
れ
て
、

各
集
落

の

屋
外
拡
声
器
と
各
戸
別

の
受
信
機

へ
流
れ
る

③

の
中
継
局
か
ら
各
戸
別

の

受
信
機

へ
流
れ
て
く
る
情
報

を
聞
く
。

戸
玉
の
諏
訪
原
清
高

さ
ん
宅

で
。

（
平
成
十
七
年
）

④

防災行政無線の開局

③

の
中
継
局
か
ら
情
報
を
受
信
し
て
集
落
民

へ
知
ら
せ
る
屋
外
拡
声
器
。

平
常
時
に
は

一

般
的
な
連
絡
や
案
内
に
使
う
。

写
真
は
西
仲

間
公
民
館
横
に
立

つ
屋
外
拡
声
器

平成 2年の台風19号による大被害の経験を生か

して設置された。総事業費 1億 5千 965万円。

▲ 役場の親局。情報は②の屋外発信塔から③の

中継局へ送られる。放送しているのは総務課

の田中ひかるさん (平成17年 )

役場親局の発信塔
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▲ 滝ノ鼻山に立つ au(エ イユー)住用

局 (左 )と ドコモ石原局 (右 )。 au

住用局についてはこのページの右下の

写真 と説明を参照。 ドコモ石原局は平

成17年に完成。地上高19m,海抜高

450m。 対象範囲は石原・山間・戸玉の

3地区と市地区の一部

▲ ドコモ住用局。完成平成11

年。地上高29.2m,海抜高

32.3m。 西仲間地区が対象

範囲

▲ NTT住 用電話交換局 (西仲間)c完 成は

日召和 52年

/      1

▲ ドコモ奄美東城局。完

成は平成11年。地上高

19m,海抜高97.2m。

見里 。東仲間 。川内・

摺勝の 4地区が対象範

囲

く

ボーダフォン住用局。西

仲間字川渡に平成12年完

成。地上高20.9m。 対象

範囲は公表 しない。デジ

タルツーカから」一フォン

と社名を変更 して現在のボ

ーダフォンとなった

＞

ａ
ｕ
住
用
局

（
石
原
）
。

完
成
平
成
十

二
年
。

地
上
高
四
〇
メ
ー

ト

ル
。

西
仲

間

・
役
勝

・
山
間

。
戸
玉

。
市
が
対
象

範
囲
。

建
設
費
六
千
万
円
か
ら

一
億
円

程
度

＞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
中
継
所
。

東
仲
間

と
見
里

の
中
間
に
あ
る
船
蔵
山

の
高
台

に
昭
和
五
〇
年
に
完
成
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東城郵便局67年の歩み

落成当時の庁舎
(昭和 35年 )

挨

このたび、郵便区調整により東城郵便局が集配特定局から

無集配特定局に変わることとなりました。

昭和十三年に無集配特定局として開局し、昭和二十年には

集配特定局として集配業務を開始しました。それから60
年経った今年、郵便区調整という大きな波が来ました。

先輩方から続いてきた地元に愛される郵便外務員がいなく

なるのは寂しいですが、東城郵便局としての業務は続いて

いきますので、なにとぞ皆様のご指導ご鞭撻のほど伏して

お願い申し上げます。

平成 17年 3月

東城郵便局長

中 島 秀 一

デ
」 拶
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基べ点城外負局扶

な  れ は
理を′3年′θ月′日～

峰 2′年5月

毎  れ

“
だを22年 7月 30日～
賢η4946月BO日

な  ズ

"J逍鼎 9年 9月 27日～
慶希57月円0ズ26日

哺詠  雫務づa
だを57年′2月 3日～
嬌 61お 用1日

な  か 孫
だわ6′年4月 ′日～

薇 5月8兵Bl日

轟  鵜 ケ
手へ′5年3月 24日～
貌
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写真でつづるネ城郵僕局

1.中 島 秀一局長

2.林  文代

3中 山多恵子

4.宮澤致恵子

5東  洋一

6.東 進一郎

集配特定局最後の日 (

＞
事
務
室

で
の
１
枚

二
代
目
　
中
山
八

ヱ
子
局
長

く

局
前

の

ソ
テ
ツ
横

で
の
１
枚

＞

新
局
舎
落
成
（
昭
和

三
十

五
年
）

7

8.

松浦 徳仁

本ロメ芝糸市―一良K

1

2345

6   7  8

平成17年3月 20日 )

新局舎落成式(昭和35年 )

12 3

4 56 7 8

3.森元

4.大野

5.屋野

6.浜崎

夫

　

　

　

二

昭

奉

勝

誠

1.中山八ヱ子局長   7.中 島 一浪

2.実 エミ子    8.脇 田 正道
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現在 国道58号 )局前道路 (昭和35年頃 ) 局前道路 (

落成時の局舎 ( 現在の局舎

昭和41年 頃の城のワラブえンキャ 昭和41年 に改修された集落内道路から眺めた局舎
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昭和33年 当時の郵便貯金通帳

四代 目 中島一浪局長 事務室での 1枚

昭和31年 当時の給与袋

平成15年頃の窓口 現在の窓口
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森元

大野

俵

米原

誉今姜極局僕郵城京

ゆかりの会也澪考え薄

中島 秀一

東 進一郎

林  文代

相良純一郎

松浦 徳仁

宮澤致恵子

池田 良雄

元井 千尋

久志 一郎

東  洋一

中山多恵子

前田 静代

昭夫

奉

豊蔵

幸仁

松林

屋野

藤野

徹昌

勝

茂幸

210

昭和29年当時 平成 17年 3月 21日 現在 平成 17年 3月 21日 以降

所 在 地 城85番地 城388番地 城388番地

局舎状況 平屋 トタン葺 コンクリー ト造平屋建 コンクリー ト造平屋建

延床面積 12.25坪 88平方メー トル 88平方メー トル

敷地面積 150坪 254平方メー トル 254平方メー トル

酉己  葡請
自転車郵便 1台 バイク 4台

自転車電信 1台 軽自動車 1台

担
当
地
区

の
世
帯
数

と
人

口

見里世帯数

人  口 332 228

東仲間世帯数
И
■

列
仕

人  口

川内世帯数
Ｑ
０

人  口 459

摺勝世帯数
И
ｉ

人  口
И
■

城世帯数

人  口 400

和瀬世帯数

人  口

総世帯数
И
■

総 人 口 1755 725

職 員 数 5名 5名 2名

運 送 便 名瀬一古仁屋間上下 1便 名瀬―市間上下 1便



通信・情報メディア

市郵便局の沿革

開局50周 年を迎えた市郵便局 (昭和63年当時)

昭和63年 に建てられた開局50周年記念の石碑 石碑に刻まれたその当時の職員

昭和46年の新築時の市郵便局外観 昭和46年 の新築時の市郵便局内の様子

つ
ん
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市郵便局の歩み

昭和13年 8月 15日  局舎を新築する

建物13.5坪 敷地40坪

9月 21日  市郵便取扱所が開所 し、郵便為

替貯金の取扱を開始する (局員

2名 )

15年 12月 1日  無集配三等局とな り電報配達及

び簡易保険 。郵便年金事務の取

扱を開始する (局 員 3名 )

22年 7月 1日  集配局に昇格する (局員 4名 )

電話機を取 り付ける

電信電話事務を開始する

NHK受 信料集金委託事務の取

扱を開始する (局員 5名 )

新品の赤自転車が配車され、自

転車による配達を開始する

局舎の建物を1.5坪増築 し、 15坪

となる (局員 6名 )

34年 11月 20日  局舎に電灯が設置される

36年 8月 1日  市郵便局と住用郵便局の間に交

換所が設置される

39年 3月 6日  局舎の建物を 5坪増築し、20坪

とし、敷地72坪の一部ブロック

木造平屋が完成する

44年 5月 1国  市郵便局と住用郵便局の間に交

換所が廃止される

自動二輪車による郵便の直送が

始まる

11月 1日  郵使用赤バイクが配車され、配

達業務運行が向上する

45年 5月 20日  新局舎の建築準備が開始される

(鉄筋 2階建が承認される)

46年 3月 2日  新局舎の新築工事が着工される

(瀬戸内町 原田建設)

6月 30日  新局舎が完成する

昭和 13年 当時の市集落の人々

昭
和
十

三
年

に
開
か
れ
た
市

郵
便
取
扱
所

11月 5日

29年 4月 1日

10月 28日

32年 5月 1日
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開局以来よりの職員名簿

通信・情報メディア

開局以来よりの電報配達者名簿

氏 名
採用年月日

現住所 氏 名
採用年月 日

現住所
退職年月日 退職年月日

松元 栄
(初代局長 )

昭和 13年 9月 21日
名瀬市 西田 栄光

昭和31年 1月 1日 市
(死亡 )昭和42年 6月 30日 昭和32年 12月 31日

白問 常二
昭和 13年 9月 21日

長 崎 米 国信
昭和32年 1月 1日

市
昭和 15年 7月 14日 昭和33年 3月 31日

松元 カズ 1昭
和15年 7月 15日 兵庫

(死亡 )
中村 一也

昭和33年 4月 1日

昭和35年 6月 20日
市

市田 忠二
昭和

昭和

8年 10月 1日

8年 12月 31日
西田 福夫

昭和35年 6月 21日

昭和35年 10月 31日
市

松元 カツ
日召禾日 9年 1月 2日

山間 恵 勇雄
日召禾日354暮 1月 1日

千葉県
日召禾日 9年 9月 30日 昭和37年 0月 31日

米 スミ子
昭和 19年 10月 2日

昭和21年 8月 31日
市 森田 安豊

昭和37年 11月 1日
市

昭和38年 5月 1日

朝 耕 二 東京 西田 福夫
昭和38年 5月 9日

市
昭和38年 8月 20日

市田 信博
昭和22年 4月 21日

広島県 溜 博二
昭和38年 8月 21日

市
昭和23年 9月 30日

米 正利
昭和23年 9月 20日

鹿児島 市田 新一郎
昭和39年 1月 31日

住用局
昭和26年 4月 1日 昭和40年 1月 19日

用 頼雄
昭和22年 7月 1日 市

(死亡 )

西田 福夫
昭和40年 1月 20日

市
昭和26年 9月 30日 昭和40年 5月 31日

市田 忠二
昭和22年 1月 1日

白間 孝司
昭和40年 6月 1日

市
昭和27年 10月 30日 昭和43年 9月 30日

松下 典雄 市
(死亡 )

白間 キユ子
昭和43年 10月 1日

市

田川 繁光
Π召和27年 11月 1日

市
昭和46年 7月 24日 時点
(昭和46年発行の市郵便局沿革史より抜粋 したもの)

染川 栄光
昭和27年 H月 1日

市

米原 弘晃
昭和29年 6月 1日

市

生元 高男 二里聖型窯型狙型コニ 名瀬市

rh I十  __■ ll
昭和35年 7月 1日

市
昭和37年 4月 10日

松元 茂勝
昭和36年 9月 1日

市

森田 重久
昭和37年 4月 1日

名瀬市
昭禾日37年 8月 15日

用稲 良久
昭和37年 10月 1日

市

中村 一也
昭和42年 8月 31目

市

213



観光・イベント

西暦 年 号 ときで に コ メ ン ト

1947

1961

1968

1971

1972

1973

1974

1977

1984

1986

1987

1988

1991

1993

1995

1996

1997

2000

2001

2002

9

12

13

14

昭和 22

36

43

46

47

48

49

52

59

61

62

63

平成 3
5

7

8

◇

◇

◇

奄美復興博覧会が名瀬で開催される

常陸宮 (義宮)殿下がマングローブを御観察になる

天皇皇后両陛下 (当 時皇太子・皇太子妃)がマング

ローブを御観察になる (4月 8日 写真右 )

神屋の原生林が天然記念物の指定を受ける

高松官 。同妃殿下がマングローブを御観察になる

昭和天皇皇后両陛下がマングローブを御観察になる

常陸宮殿下 。同妃殿下が御来村になる

マングローブ国定公園が奄美群島国定公園特別保護

地区に指定される (2月 15日  面積71ヘ クタール )

市地区文化祭が催される (次ページ参照 )

世界野生生物基金総裁のエジンバラ公フィリップ殿

下が御来村になり、マングローブを御視察になる

第 1回三太郎まつ りが山間農村公園で行われる

内海公園の整備事業が始まる (10年計画 )

赤崎公園を整備する

山間に奄美アイランドがオープンする (3月 5日 )

内海公園に野外ステージが完成する

内海公園にバンガローが 2棟完成する

内海公園にバンガローが 2棟完成する

内海公園に管理棟が完成する

ゴルフ場建設促進村民総決起大会が開催される

秋篠宮、同妃殿下がマングローブを御観察になる

内海公園に浮桟橋が完成する

マングローブ国定公園特別保護地区が 「新かごしま

百景」に選ばれる

秋篠宮殿下が学術研究会参加のため御来村になる

マングローブパークがオープンする (7月 20日 )

常陸宮殿下 。同妃殿下が御来村になる

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

越次峠のお立ち台か らマン

グローブ群生地を御覧にな
る天皇皇后両陛下

■ 奄美大島に奄美群島国定

公園が誕生したのは、環

境庁が発足した 3年後の

昭和49年で、住用村のマ

ングローブは国定公園の

「固有、準固有植物の自

然林Jの範疇に属すると

して特別保護区となった

博物館・動植物園として学
べて楽しめる奄美アイラン

ドがオープン。昭和63年

■ 「21世紀に残 したいふる

さと 。鹿児島の景観」を

テーマに選定が行われた

■ 運営はマングローブ公社

内海のほとりにバンガロー 4

棟が建ちそろう。平成 7年

建設中の大型観光施設 「黒潮の

森マングローブパークJ。 平成

12年

導
‐
瞥

会。住用中学体育館で。平成 8
予

kl‐・罐 年6月

機
豪

|:ll:!||‡l::1廿|::|:l::|‡争|
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観光・イベント

広報 「すみよう」 昭和61年 (1986)1月 1日 号より

村 初の文化祭

市地区が皮切 り

市
地
区
文
化
推
進
委
員
会
と

村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、

市
地
区
文
化
祭
が
、

さ
る
十

一

月

二
十
三
日
午
後
、

市
校
体
育

館
を
主
会
場
に
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

約

二
百
人
が
参
加
。

こ
の
文
化
祭
は
、

歴
史

の
古

い
市
校
区
の
文
化
遺
産
を
広
く

村
民
に
紹
介
し
、

村
内
各
校

区

の
文
化
的
行
事
に
対
す

る
認
識

と
理
解
を
深
め
る
の
が
ね
ら
い

で
、

住

用
村
で
は
初
め

て
の
催

し

で
し
た
。

展

示
会

場

に

は
、

先

祖

か

ら

仏
わ
る
生
活
用
具
や
民
芸
品
、

グ
ル
ー
プ

に
よ
る
生
け
花
や

書
画
、

手
芸
品
な
ど
お
よ
そ

二

百
点
が
出
品
さ
れ
、

市
地
区
の

化
事
業
に
対
す
る
関
心

の
深

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

午
後

二
時
か
ら
発
表
会
に
移

り
、

市
保
育
所
園
児

の
ダ

ン
ス

を
皮
切
り
に
数

々
の
民
俗
芸
能

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

十
数
年

こ
の
か
た
踊
ら
れ

て
い
な

い
棒

踊
り
や
、

米

つ
き
節
な
ど
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
住
用
三

味
線
ク
ラ
ブ

と
新
民
謡
研
究
会

に
よ
る
民
謡
、

ザ

・
ト
ビ
ラ
ー

ズ
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が

花
を
添
え
、

午
後

四
時
半
、

盛

況

の
う
ち
に
第

一
回
市
地
区
文

化
祭

の
幕
は
閉
じ
ま
し
た
。

復活した棒踊り

十数年ぶりの米つき節先祖からの生活用具

第 1回 三太郎祭りから

山間 昭和61年 (1986)7月 27日

●
●

一
　

●

■

Ｌ

脚
線
美
を
誇
る

ム
ぇ
ラ
ブ
ぇ
ン
キ
ャ

の
ダ

ン

ス

露天の店も産業道路 (県道)に立ち並んだ
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観光・イベン ト

御来村を歓迎する村民たちに気

さくに話しかけられる秋篠宮殿

下と妃殿下。村民たちにとっ

て、なによりも嬉 しい一 日と

なった。 「また住用にお越 し下

さいJに笑顔で答えられた。

平成 8年 6月 4日

1枠

マングローブでのカヌーツー

リング (カ ヌーでマングロー

ブ群生地を一巡 りすること)

が大人気。平成 7年

マングローブパークの完成

を記念して行われた「マング

ローブジョギング大会」

平成 14年

鰈FI饉嘲|ン鯰
‐
斃■曖餃褥躙
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観光・イベント

兆 住用村文化財 「やちゃ坊岩

屋J(り |1内 )で三味線 (さ

んじん)を手に 「やちゃ坊

節」を歌う坪山 豊さんと

当原ミツヨさん。平成 2年

鹿児島市内 (鹿児島港本港

区)で行われた 「鹿児島ア

イランドフェスタ」で 「さ

お踊りJを披露する住用村

連合青年団。

平成 10年 10月 25日

舟こぎ競争も行われた

第 12回三太郎まつり

第
十

二
回
三
太
郎
ま

つ
り
の
抽
選
会

で
ス
ポ

ン
サ
ー
大
賞
を
引
き
当
て
た
山
間
の
知
念
祀

子
さ
ん

（
写
真
中
央
）
。

賞
品
の
乗
用
車

の

前

で
。

平
成
九
年
八
月
十
日

彬
継|1壌

ワ
イ

９
″



要人等の来訪

西暦 年号 ときで に コ メ ン ト

1921

1961

1968

1971

1972

1973

1974

1978

1984

1985

1987

1988

1991

1994

1996

1997

2001

2002

2003

2004

大正 10

昭和 36

43

46

47

48

49

53

59

60

62

63

平成 2
6

8

9

13

14

15

16

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

2月 9日 (旧正月の元日)、 民俗学者の柳田國男が

和瀬峠・三太郎峠を経て西仲間を訪れ一泊する

常陸宮殿下が御来村になる

天皇・皇后両陛下が御来村になる

高松宮殿下・同妃殿下が律1来村になる

昭和天皇・皇后両陛下が御来村になる。中央公民館

で御休憩の後、マングローブを御覧になる

常陸宮殿下 。同妃殿下が御来村になる

亀岡建設大臣が来村する

元横綱朝潮が来村する

武島 斉氏が35年ぶりにベ トナムから帰省する

鎌田県知事との「車座で語ろう会」が開催される

イギリスのエジンバラ公フィリップ殿下が御来村に

なる

東京奄美会―行が来村する

衆議院建設委員会委員の一行が来村する

綿貫国土庁長官が来村する

県議会議長会 (会長 宮原光志)一行が来村する

屋宮輝彦氏がブラジルから53年ぶりに故郷西仲間へ

帰省する

佐藤国土庁長官が来村する

全国離島市町村代表が村を視察する

秋篠宮殿下 。同妃殿下が御来村になる

伊藤国土庁長官が村を視察する

東京奄美会の一行が来村する

秋篠宮殿下が御来村になる

常陸宮殿下 。同妃殿下が御来村になる

奄美群島日本復帰50周年記念式典に御臨席のため、

天皇・皇后両陛下が御来島になる

林国土交通副大臣が来村する

公明党冬柴幹事長が来村する

伊藤県知事が来村する

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

■ 翌 日は役勝を経て網野子

へ向かう

当時は義宮殿下

当時は皇太子 。同妃殿下

興味深くマングロープを

御覧になる

第27回鹿児島太陽国体に

御臨席後、奄美大島に御

来島

2月 6日 、奄美で 2回 目

マングローブ群生地を御

視察

61年三太郎バイパス起工

式が行なわれる

台風 19号被災地を視察

マングローブを御見学

学術研究会に御参加

住用村か らも代表が式典

に老ヽカロ

奄美体験交流館を視察

戸玉採石場を視察

同上

■
　
■
　
■

■
　
■

■
　
■
　
■
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要人等の来訪

昭
和
四
三
年

（
一
九
六
八
）

四
月
八
日

天
皇

。
皇
后

両
陛
下
御

来

村

（
当
時
、
皇
太
子
殿
下

。
同
妃
殿
下
）

午
後
十

二
時
十
五
分
、

役
場
前
に
御
到
着
。

日
の
丸
を
振
る
村
民
に
お
手
を
上
げ
お
応

く

え
に
な
る
両
陛
下

師

玉
村
長

の
ご
案
内

で
役
場
に
お
進

み
に

く

な

る
両
陛
下

▲師玉村長のご説明をお聞きになりな

が らマングローブを御覧になる両殿下

昭和47年 (1972)10月 26日 昭和天皇御来村

陽 :ボitl:=彗 ●1:=trや 警■驚́ |■|||■■■

-11鶴

■
・・

鸞時疑|1響■●議|

▲ 中央公民館前に並んでお迎え

く 両陛下が御休憩のため中央公民館に御到着

昭和46年 4月 21日 高松宮殿下 ご夫妻御来村
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要人等の来訪

▲ 平成 14年 5月 12日 、再び御来村の

常陸宮ご夫妻。ボー トでマングロ
ーブをご観察。宮殿下の後方はご

説明役の森田豊範氏。その左はお
付きの方、その前は鳥類学者の方

▲ 昭和48年 7月 20日 、常陸官 ご夫妻が御来

村。田畑助役のご説明を熱心にお聞きにな

リマングローブ原生林を御覧になる

昭和天皇 。皇后両陛下をお

迎えするために中央公民館

前でお待ち申し上げるお年

寄 りの皆さん

両陛下奉迎をつつがなく終

えてほっと一息の役場職員

一同。中央公民館前で。

昭和 47年 10月 26日 撮影

ひ
る
ぎ

の
原
生
林

に
向
か
わ
れ

る

く

昭
和
天
皇

。
皇
后
両
陛
下

山
間

の
ひ
る
ぎ

自
生
地

で
。

初
島

琉
球
大
学
教
授
か
ら
ご

説
明
を
受

け
ら
れ
、

御
熱
心
に
御
観
察

に
な

く

る
昭
和
天
皇

陪
巫
輻

▲ びるぎ森あ稲真 を養そられる昭和天皇・皇后

両陛下。昭和47年 10月 26日
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要人等の来訪

く

WWF(世 界野生生物基金)

総裁の英王室エジンバラ公

フィリップ殿下が昭和59年

(1984)10月 31日 に御来村。

マングローブに住む野生生物

を御観察。写真左からフィ

リップ殿下、通訳の方、ご説

明役の方、ボー トの持主で操

縦の山下茂一さん

証お叶輌級拗筆讐「『】唯な『膨『̈
費勧
噂

▼ で語ろう会J。

―
―
―
―
―
‐

―
―
‐
‥
座

一
＞

平
成
十

三
年

一
月
十

七
～

一
八
日
に
奄
美

ア
イ
ラ

車

鎌田県知事が来村 し、村民と

ひざを交えて懇談した。西仲

間公民館前の広場で。昭和 53

年 2月 6日

▲ 元横綱朝潮がひょっこり役場を

訪間。師玉村長と役場職員たち

と記念写真。昭和49年 12月 4日

簿
宮

口

か

一篠

グ

向

一秋

ンヽ

に

一
４

村

展

月

来

の

下
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表彰・叙勲

西暦 年号 きで と コ メ ン ト

1966

1967

1979

1981

1982

1991

1994

1996

1997

1998

2000

2001

2003

2004

2005

昭和 41

42

54

56

57

平成 3

6

8

9

10

12

13

15

16

17

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

住用村が国民年金優良町村として県知事表彰を受賞

住用村が国民年金優良町村として県知事表彰を受賞

永野 恵信氏 (川 内) 勲六等単光旭日章

三浦 順次氏 (役勝) 勲五等瑞宝章

脇田 正道氏 (城) 勲五等瑞宝章

師玉  登氏 (見里) 勲五等双光旭日章

久保 忠雄氏 (山 間) 勲六等単光旭日章

中山八ヱ子氏 (城)  勲五等瑞宝章

河野 喬次氏 (役勝) 勲四等瑞宝章

営  義二氏 (城) 勲六等単光旭 日章

大井 重雄氏 (城)  勲五等瑞宝章

得山 茂敏氏 (西仲間)勲五等瑞宝章

石原 和員氏 (石原) 勲五等双光旭 日章

元井信一郎氏 (役勝) 勲五等双光旭日章

土屋 敬一氏 (東仲間)勲六等単光旭日章

用稲 松男氏 (市)  勲五等双光旭日章

前田 公正氏 (城)  勲五等双光旭日章

郡  暴穣氏 (市)  勲六等瑞宝章

寿 恵和子氏 (山 間) 勲五等瑞宝章

昇 千代喜氏 (西仲間)旭 日単光章

嘉納 大信氏 (山 間) 従六位瑞宝双光章

■

■

再表彰

旭日章とは、

に対する叙勲

瑞宝章とは、

に対する叙勲

顕著な勲績

積年の功労

勲四等瑞宝章   勲五等
(瑞宝小綬章) 双光旭目章

(旭 日双光章)

)内は+1度改正後の名称

平成 16年から勲等をつけ

なくなる

元
井
　
信

一
郎
氏

毛

一蔑

・
役
砂

●
勲
五
等
双
光
旭

日
賞
を
受
章

石

原

　

砒

墜

氏

毛

八
歳

・
石
８

●
勲
五
等

双
光
旭

日
賞
を
受
章

＼

政府は 4月 29日 付で、平成 10年春の叙勲
を発表。奄美では 7人が受章、住用村の元
教育長・石原和員氏 (78歳・石原)が教育
功労で勲五等双光旭日賞を受章した。石原
氏は「皆さんに支えられたおかげ。思い出
多い、良い教職生活だった」と喜びを語っ
た

広報「すみよう」平成10年 (1998)6月 号より

政府は 11月 3日 付で、平成 10年秋の叙勲

を発表。奄美では 5人が受章、住用村の元

議会議員・元井信一郎氏 (72歳・役勝)が
地方 自治功労で勲五等双光旭 日賞を受章 し

た。元井氏は 「この賞は多 くの皆さんや支

えてくれた議員のおかげ。残された時間を

村民のために尽くしたい」と語った

広報「すみよう」平成Ю年 (1998)12月 号より
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表彰・叙勲

河
野
　
喬
次
氏

（
七
０
歳

・
役
勝
）

●
勲
回
等
瑞
室
章
を
受
章

政
府
は
四
月
二
十
九
日
付

で
、

平
成
人

年
春

の
叙
勲
を
発
表
。

奄
美
関
係

の
受
章

者
は
人
人
で
、

住
用
村

の
元
県
議
会
議
員

河
野
喬
次
氏

（
七
〇
歳

・
役
勝
）

が
地
方

自
治
功
労
賞

で
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

し

た
ま
た
、

死
亡
叙
勲

に
お

い
て
は
元
住
用

村
議
会
議
員

の
故

・
営
　
葬
式

氏

（
七

一

歳

・
城
）

が
勲
六
等
単
光
旭

日
賞
を
受
章

し
、

遺
族
ら
に
手
渡
さ
れ
た

授
章

し
た
河
野
氏
は

「
感
謝
感
激

で
い

っ
ぱ

い
。

特
別
実
績
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

名
誉
あ
る
大
章
を

い
た
だ
き
ま
す

こ
と
に

恐
れ
多
く
恐
縮

の
極
み
で
す
。　
こ
れ
も
長

い
間
ご
支
援

。
ご
指
導

下
さ
つ
た
全
郡
民

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。　
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
気
を

つ
け
、

誠
実
な
県
民

の

一
人
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思

い

ま
す
。
」

と
答
え
た

ま
た
、　
一
昨
年
、

郵
政
功
労

で
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章

し
た
中
山
八

ヱ
子
さ
ん

（
人
人
歳

・
城
）

が
広
報
に
掲
載
さ
れ
て

い
な
か
っ
た

の
で
、　
こ
こ
に
受
章

の
報
告

を

い
た
し
ま
す

広
報

「
す
み
よ
う
」

平
成
八
年
六
月
号
よ
り

＞

（
写
真

の
中
央
）

一
昨
年
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
た

中
山
人

ヱ
子
さ
ん

（
人
人
歳

・
城
）

1998年 (平成10年)8月 8日 住用村制施行90周年記念

表彰された方々と感謝状を贈られた方々

彰

<地 >

氏 名 住 所 功 績

前 田 公 正 城 第23～ 25代村長 として村の振興発展に寄与

用 稲 松 男 一巾 第26代村長として、又第15代議会議長として村の振興発展に寄与

村 田 正 義 西 仲 間 第 4代 。第 10～ 11代助役 として村の振興発展に寄与

田 畑 賓 山 戸 玉
第12代助役 。第8～ 9・ 11～ 13代収入役 として又第21代議会議長 として村
の    振興発展に寄与

満 永 隆 範 役 勝 第16代助役 として村の振興発展に寄与

伊 藤 信 友 見 里 第 7代収入役 として村の振興発展に寄与

吉 永  保 山 間 第14代収入役 として村の振興発展に寄与

榮  賞 次 工巾 第15代収入役 として村の振興発展に寄与
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表彰・叙勲

氏   名 住  所 功 績

師 玉 賢 二 城 第 16～ 18代収入役 として村の振興発展に寄与

満 元  毅 見   里 第19代収入役として村の振興発展に寄与

市 田 常 雄 西 仲 間 第9～ 10代 。第20代議会議長 として村の振興発展に寄与

者「  富 雄 見   里
第14代 。第25代議会議長 として、又消防団長 として村の振興発展に
寄与

元井 信一郎 役  勝
第15～ 16代 。第18～ 19代 。第23～ 24代議会議長として、又果樹農家
として村の振興発展に寄与

土 屋 敬 一 東 仲 間 第22代議会議長 として村の振興発展に寄与

昇  千代喜 西 仲 間 多年にわたり、村会議員として村の振興発展に寄与

師 玉 憲 夫 見   里 多年にわたり、村会議員・農業委員として村の振興発展に寄与

林  正 教 内 多年にわたり、村会議員 として村の振興発展に寄与

田 部 義 和 山   間 多年にわた り、村会議員 として村の振興発展に寄与

中  善 勇 川   内
多年にわた り、農業委員 。消防団員 として村農業の振興発展・民生
の保全に寄与

富 田 精 詞 見   里 多年にわたり、農業委員として村農業の振興発展に寄与

宅 間 和 夫 和  瀬 多年にわたり、消防団員 として民生の保全に寄与

政  栄 男 内 多年にわたり、消防団員として民生の保全に寄与

川 枝 清 隆 城 多年にわたり、消防団員 として民生の保全に寄与

武 島  盛 西 仲 間 多年にわた り、嘱託員 として地域の振興発展に寄与

橋 本 義 弘 石  原 多年にわたり、嘱託員として地域の振興発展に寄与

川 井 慶 二 役  勝 多年にわた り、嘱託員 として地域の振興発展に寄与

屋 島 正 光 東 仲 間 多年にわたり、嘱託員として地域の振興発展に寄与

< イ

氏   名 住  所 功 績

山 下 文 武
名 瀬 市
(西仲間)

第11代教育長 として村教育の振興発展に寄与

石 原 和 員 石   原 第12～ 14代教育長として村教育の振興発展に寄与

柳 瀬 賢 治 城 第16～ 17代教育長として村教育の振興発展に寄与

><

氏   名 住   所 功 績

松原 めやる 西 仲 間 本村の最高齢者 (104歳 )

林  藤 江 摺  勝 多年にわたり、民生委員 として民生の安定に寄与
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表彰・叙勲

永年にわたり、村農業の振興に寄与

永年にわたり、村農業の振興に寄与

スボー

氏   名 住  所 功 績

田 原 貞 夫
名 瀬 市

(城 )
相撲を通じて本村のスポーツ振興発展に寄与

氏  名 住  所 功 績

嘉 納 大 信 一月 玉 多年にわたり、本村の教育・福祉の振興発展に寄与

盛 島 秀 史 山   間 多年にわた り、本村の教育 。文化の振興発展に寄与

岩崎産業株式会社
社長 岩 崎 福 三 鹿児島市 村の教育振興に多大な協力

奄 美 文 化 財 団
理事長 原野 喜一郎

山  間 本村の観光・文化の振興発展に多大な貢献

市 子 ど も 会 育 成 会 多年にわたり地域の伝統文化等の継承推進に寄与

住用水泳スポーツ少年団育成会 多年にわたり、村社会教育の振興発展に寄与

東城相撲スポーツ少年団育成会 多年にわたり、村社会教育の振興発展に寄与

感 謝状 贈 呈

平成10年 8月 8日 村制施行90周年記念式典・祝賀会

かわいい踊りで祝賀会を盛り上げた

東城保育園の園児の皆さん

寿村長から社会福祉功労賞を受ける

松原めやるさん
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